




大学院アドミッション・ポリシー
山形県立保健医療大学大学院保健医療学研究科（博士前期課程）

本研究科（博士前期課程）は、以下に示すような向学心のある人を求めています。
１．保健・医療・福祉の分野で社会に貢献しようとする意欲のある人
２．高い基礎学力と専門分野の基礎知識を持ち、科学的な根拠に基づいた保健・医療・福祉に貢献
しようとする意欲のある人
３．保健・医療・福祉の発展について、既成概念にとらわれずに創造的に考え、実践しようとする
意欲のある人
４．国際的視野を持ち、協調性に富む人
５．就業のまま就学を希望する人については、仕事とのバランスを保って学業の課題を遂行できる
人
６．専門看護師課程選択では、看護実践に関する課題解決に向けた意欲のある人

Ⅰ　募 集 人 員
専　　攻　　名 分　　　野 募　集　人　員

保 健 医 療 学 専 攻
看 護 学 分 野

若干名
（社会人特別選抜を含む）理 学 療 法 学 分 野

作 業 療 法 学 分 野

Ⅱ 　 出願資格・選抜区分等

１　一般選抜
　出願できる者は、次の各号のいずれかに該当するものとします。なお、⑴から⑺までについ
ては、平成29年３月末までにこれに該当することとなる者も含みます。
⑴　学校教育法第83条に定める大学を卒業した者
⑵　学校教育法第104条第４項の規定により学士の学位を授与された者
⑶　外国において、学校教育における16年の課程を修了した者
⑷�　外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本国において履修することにより当該外

国の学校教育における16年の課程を修了した者
⑸�　日本国において、外国の大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において

位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した
者

⑹�　専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準
を満たすものに限る）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に
修了した者

⑺　文部科学大臣の指定（昭和28年２月文部省告示第５号）した者
⑻�　学校教育法第102条第２項の規定により大学院に入学したものであって、当該者をその後

に入学させる大学院において、大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認め
たもの

⑼�　本学大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力が
あると認めた者で、22歳に達したもの（短期大学及び高等専門学校の卒業者、専修学校専門
課程の修了者等で、本学大学院において審査の結果、大学を卒業した者と同等以上の学力が
あると認めたもの）

⑽�　学校教育法第83条に定める大学に３年以上在学した者又はこれに準ずる者として学校教育
法施行規則第160条に規定する者であって、別に定める単位を優秀な成績で修得したと認め
るもの（P3入学資格審査基準参照）

注　出願資格⑻～⑽により出願を希望する者は、出願前に出願資格審査を受けてください
（「Ⅴ　出願資格審査」を参照のこと）。
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２　社会人特別選抜
　「社会人特別選抜」に出願できる者は、一般選抜の出願資格の条件を満たし、かつ、次の基
準を満たすものとします。
⑴　看護学分野においては看護師、保健師又は助産師の免許を有すること。
　�　理学療法学分野においては理学療法士、作業療法学分野においては作業療法士の免許を有

すること。
⑵　入学時において、国家資格者として３年以上＊の実務経験を有していること。
　＊①　国家試験受験後の合格見込みによる採用期間等は実務経験の期間に含む。
　　②　連続した期間でなくとも，通算で３年以上働いていれば可とする。
　　③　判断が困難な場合は個別に検討する。

３　選抜区分
　各分野にわたり、「一般選抜」と「社会人特別選抜」を行います。ただし、出願できるのは
いずれか一方であり、出願後に選抜区分を変更することはできません。

４　専攻分野・領域
　出願に際しては、志望する分野の領域を第２志望まで選択することができます。

Ⅲ 　 事 前 相 談
出願を希望する者は、出願前に、指導を受けようとする教員（指導教員）と電話、E-mail等で

連絡を取り、入学後の研究・長期履修制度利用等について相談を行ってください。
指導教員の連絡先等については、「Ⅺ　教育研究分野・領域の担当教員及び問合せ先」を参照

してください。なお、分野・領域の選択などをはじめとして、不明な点やお聞きになりたい点が
ある場合は、本学教務学生課へご連絡ください。

Ⅳ　大学院設置基準に基づく授業時間等の特別措置
社会人が働きながら学べるよう、大学院設置基準第14条により、夜間講義を設けるほか、必要

に応じ土曜・日曜・祝日や夏季・冬季休業期間中に集中講義を設けています。
なお、この措置の適用を希望する者は、「Ⅲ　事前相談」の際に申し出てください。

Ⅴ　出願資格審査
一般選抜出願資格⑻ ⑼ ⑽（社会人特別選抜で一般選抜出願資格⑻ ⑼ ⑽に該当する者を含
む。）で出願を希望する者は、あらかじめ、出願資格の審査を行いますので、所定の封筒に入
れ、郵送（簡易書留）又は持参により、提出してください。

１　申請期間
平成28年12月２日（金）から平成28年12月８日（木）まで（必着）
　　・郵送する場合　　12月８日（木）必着。
　　・持参する場合　　受付時間は９時から17時まで。
　　　　　　　　　　　ただし、土曜日及び日曜日は受け付けません。

２　提出書類
　次の書類を本学教務学生課まで提出してください（提出書類は返還しません）。
⑴　出願資格審査申請書（本学所定）
⑵　成績証明書（Ⅶ　出願書類の「成績証明書」の摘要欄を参照のこと）
⑶　審査結果通知郵送料（392円分の郵便切手）

３　審査結果の通知
　出願資格の審査結果は、平成28年12月15日（木）に本人あてに郵送で通知します。
　なお、認定された者は、所定の期間内に出願手続をしてください。
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Ⅵ　出願手続等
　　志願者は、所定の出願書類、封筒を用い郵送（簡易書留）又は持参により出願してください。

１　出願期間 
　　　平成29年１月13日（金）から平成29年１月19日（木）まで（必着）
　　　・郵送する場合　　１月19日（木）必着。
　　　・持参する場合　　受付時間は９時から17時まで。
　　　　　　　　　　　　ただし、土曜日及び日曜日は受け付けません。

２　出願上の注意事項 
　　　・出願書類に不備がある場合は受理できませんので、十分確認の上、提出してください。
　　　・�出願書類の記入にあたっては、黒色ボールペン又は黒色インクを使用し、正しく記入して

ください。
　　　・�出願手続後の書類の内容変更はできません。ただし、氏名、住所、電話番号に変更があっ

た場合は、本学教務学生課まで連絡してください。
　　　・出願手続後の入学考査料の払戻し、提出書類の返還はいたしません。
　　　　�ただし、入学考査料を納入後、出願手続をしなかった場合は返還しますので、本学教務学

生課（Tel�023-686-6688）まで連絡してください。
　　　・�受験票は、出願受理後に本人あてに送付します。試験日５日前までに受験票が届かない場

合は、本学教務学生課まで連絡してください。

３　身体に障がいのある入学志願者の事前相談について
　　�　身体に障がいのある志願者で、受験上特別な配慮を希望する者は、出願の前に本学教務学生

課へ相談してください。
　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－

入学資格審査基準
区　　　　　分 対��象��者 審�査�基�準

学校教育法第83条の大学に３年以上在
学し、本学大学院が別に定める単位を優
秀な成績で修得したと認めるもの

４年制大学３年次
在学者又は過年度に
４年制大学３年次を
修了している者

〔３年次在学者〕
次のいずれにも該当すること。
①大学２年次修了時点で、卒業必要単位数の
1/2以上を修得し、その評価について最上位
（100点満点換算で80点以上）であるものが
８割以上であること。
②大学３年次修了時点で、卒業必要単位数の
3/4以上を修得見込であること。
〔過年度に３年次を修了している者〕
大学３年次修了時点で、卒業必要単位数の
3/4以上を修得し、その評価について最上位
（100点満点換算で80点以上）であるものが
８割以上であること。

外国において学校教育における15年の
課程を修了した者、外国の学校が行う通
信教育における授業科目を日本国におい
て履修することにより当該外国の学校教
育における15年の課程を修了した者又は
日本国において外国の大学の課程（その
修了者が当該外国の学校教育における15
年の課程を修了したとされるものに限
る。）を有するものとして当該外国の学校
教育制度において位置付けられた教育施
設であって、文部科学大臣が別に指定す
るものの当該課程を修了した者で、本学
大学院が別に定める単位を優秀な成績で
修得したと認める者

外国の学校教育制
度に基づく高等教育
機関（大学等）の在
学者（通信教育によ
る課程の履修者を含
む。） で、 当 該 国 に
おける学校教育の16
年課程のうち15年の
課程を修了した者

〔15年の課程修了者〕
15年の課程修了時点で、16年の課程修了に必
要な単位数の3/4以上を修得し、その評価に
ついて最上位（100点満点換算で80点以上）
であるものが８割以上であること。
〔15年の課程修了見込者〕
次のいずれにも該当すること。
①14年の課程修了時点で、16年の課程修了に
必要な単位数の１/2以上を修得し、その評価
について最上位（100点満点換算で80点以上）
であるものが８割以上であること。
②15年の課程修了時点で、16年の課程修了に
必要な単位数の3/4以上を修得見込であるこ
と。
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Ⅶ　出 願 書 類

出願書類
選抜区分

摘　　　　　　要
一般 社会人

入 学 志 願 書 ◎ ◎
本学所定の様式に必要事項を漏れなく記入してくださ

い。

受 験 票・ 写 真 票 ◎ ◎

本学所定の様式に必要事項を漏れなく記入してくださ
い。�縦４cm×横３cmの写真（正面上半身無帽、背景なし、
出願前３か月以内に撮影したもの）の裏面に氏名を記入
し、それぞれの写真貼付欄にはがれないよう、全面のり付
けしてください。

卒業・修了（見込）
証明書

◎ ◎
出身大学の長又は出願資格に該当する出身学校長が作成

したものを提出してください。

学士の学位授与
（見込）証明書等

○ ○

出願資格⑵で出願する者が提出してください。�
学位授与機構が発行する学士の学位授与（見込）証明書

若しくは短期大学長又は高等専門学校長の発行する学位授
与申請（予定）証明書を提出してください。

成 績 証 明 書
� ※

◎ ◎

出身大学の長又は出願資格に該当する出身学校長が作成
し、厳封したものを提出してください。

なお、成績証明書の成績欄に編入学等により認定されて
いる科目がある場合には、編入学前の学校の成績証明書も
併せて提出してください。

※出願資格審査等で提出した場合は不要です。

研 究 希 望 計 画 書
※

◎ ◎

本学所定の様式に該当する事項を漏れなく記入してくだ
さい。

※看護学分野用と理学療法学分野・作業療法学分野用が
ありますので注意してください。

研 究 業 績 等 調 書 ○ ◎
一般選抜出願資格⑻ ⑼ ⑽及び社会人特別選抜出願資格

で出願しようとする者は提出してください。

社会活動等実績調書 　 ◎
社会人特別選抜出願資格で出願しようとする者は本学所

定の様式に記入し提出してください。

入学考査料納入証明書 ◎ ◎

入学考査料（30,000円）を、募集要項に同封されている
｢振込依頼書｣ により、裏面の注意事項に留意の上、金融

機関で納入し、金融機関の領収印のある ｢入学考査料納入
証明書｣を入学志願書裏面の所定欄に貼り付けてください。

外国人登録済証明書 ○ ○
日本国籍を有しない者は、市区町村の発行する外国人登

録済証明書（在留資格が明示されているもの）を提出して
ください。

あ て 名 シ ー ル ◎ ◎
合格通知等の通信用に用いますので、本学所定の様式に

郵便番号、住所、氏名を記入してください。
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出願書類
選抜区分

摘　　　　　　要
一般 社会人

受 験 票 送 付 用 封 筒 ◎ ◎
　「受験票」送付用として使用します。本学所定の封筒に
郵便番号、住所、氏名を明記し、392円分の切手を貼付し
てください。

　◎印は必須、○印は該当者のみ提出する書類です。
　外国語で作成された書類には、必ず日本語訳を添付してください。（困難な場合はご相談くだ
さい。）
　郵便料金の改定が行われた場合は、新料金の切手を貼付してください。
　日本国籍を有しない者は、入学に際しては、別途提出いただく書類があります。
　婚姻等により、卒業証明書等と姓が異なる場合は、戸籍抄本を同封してください。

　［個人情報の取扱いについて］
　�　本学の入学者選抜試験実施に伴い提出された氏名、生年月日、住所その他の個人情報は、入学

者選抜、入学手続き、奨学金業務、統計・分析、入学後教育指導上の目的のため利用し、これら
の目的以外には利用しません。　　

　　本学に出願される方は、上記内容に同意した上、出願してください。

Ⅷ　選抜方法･試験日時等
１　選抜方法等

　入学者の選抜は、選抜試験（英語、専門科目、面接）の結果及び出願書類を総合して判定し
ます。
　なお、選抜試験における各科目の配点は下記のとおりです。
【一 般 選 抜】　　英語　100点　　　専門科目　200点　　　面接　100点
【社会人特別選抜】　　英語　 50点　　　専門科目　200点　　　面接　150点

２　選抜試験日時（一般選抜・社会人特別選抜共通）
�　〔試験場開扉8：30　受付・入室　8：4５ ～ 9：20　筆記試験オリエンテーション　9：20 ～ 9：30　面接オリエンテーション　13：20 ～ 13：30〕

年　月　日 試験区分 時　　間 試験会場

平成29年２月４日（土）

英　　語 9：30 ～ 10：30
山形県立保健医療大学
※詳細については、｢大学（試験会
場）案内図」（Ｐ20）を参照してく
ださい。

専門科目 11：00�～�12：30

面　　接 13：30�～

注）①　英語については、英和辞書１冊のみ持込み可とします。ただし、電子辞書の持込みは不
可です。

　　②　専門科目については、志望した分野の問題を解答していただきます。
　　③　面接については、個人面接とします。
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３　受験上の注意事項 
・受験者は、９時20分までに指定された試験室に入室し、着席してください。
・英語、専門科目試験開始後は、20分以内の遅刻に限り受験を認めますが、試験時間の延長は

行いません。
・英語、専門科目及び面接試験のいずれか一つでも受けなかった者は、受験を放棄したものと

して取り扱います。
　なお、面接は受験者ごとに開始時刻が異なりますので、指示に従ってください。
・受験票は常に携帯し、係員の請求があった場合は提示してください。
・当日に本学の受験票を忘れた者は、速やかに試験実施本部で仮受験票等の交付を受けてくだ

さい。
・試験時間中に使用を許可するものは、鉛筆（シャープペンシルも可）、消しゴム、鉛筆削り

（電動式・大型のもの・ナイフ類を除く。）、時計（辞書や電卓、端末等の機能があるもの、
それらの機能の有無が判別しづらいもの・秒針音のするもの・キッチンタイマー・大型のも
のを除く。）、眼鏡、ハンカチ、ティッシュペーパー（袋又は箱から中身だけを取り出したも
の）、目薬、英和辞書１冊（英語の試験のみ（電子辞書の持込みは不可））に限ります。

・携帯電話、スマートフォン等の電子機器類は、試験室に入る前に必ずアラームの設定を解除
し、電源を切っておいてください。試験時間中に、これらをかばん等にしまわず、身に付け
ていたり手に持っていたりすると不正行為になることがあります。

・試験時間中における受験者間の物品の貸し借りは、一切認めません。
・昼食は各自で準備してください。昼食場所は、試験会場を利用できます。なお、食堂は営業

していません。
・試験会場の確認を、２月３日（金）（13時～17時）に行うことができます。
　試験会場入口に掲示してある配置図により、各自が受験する試験室を確認してください。た

だし、試験室に入ってはいけません。
・試験会場及び試験室へは、外履のまま入れます。
・試験会場及びその周辺で合格電報、レタックス等の受付を行う者がいても、本学とは一切関

係なく、トラブル等が生じても責任を負いかねますので注意してください。

Ⅸ　合 格 発 表
１　発表日時
　　平成29年２月10日（金）　10時

２　発表方法
　合格者の発表は受験番号のみとし、本学南側出入口前の掲示板に掲示するとともに、合格者
に合格通知書及び入学手続書類を送付します。
　また、本学ホームページにも合格者の受験番号を掲載します。

区　分 ア　ド　レ　ス
パ ソ コ ン http://www.yachts.ac.jp/
携 帯 電 話 http://www.yachts.ac.jp/i/

　　なお、電話等による合否結果の問合せには応じません。

３　追加合格
　入学手続終了後、欠員が生じた場合等には、追加合格により補充する場合があります。
　追加合格がある場合には、２月20日（月）以降、入学志願書に記載された合格通知受信場所
等に電話により連絡します。
　追加合格者の入学手続については、追加合格の通知の際に指示しますので、それに従ってく
ださい。
　なお、受験者等からの追加合格に関しての問合せには応じません。
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Ⅹ　入学手続等
　合格者は、郵送（簡易書留）又は持参により所定の入学手続を行ってください。
　なお、期間内に入学手続を完了しなかった場合は、入学を辞退したものとして取り扱います。
　また、入学手続後は、いかなる理由があっても提出書類及び入学料は返還しません。

１　手続期間
平成29年２月13日（月）から２月17日（金）まで（必着）

・郵送する場合　　２月17日（金）必着。
・持参する場合　　受付時間は９時から17時まで。

２　手続書類等
⑴　入学手続の詳細及び必要な書類は、合格通知書発送時に直接本人あてに郵送します。
⑵　入学料は、入学手続書類に同封されている ｢振込依頼書｣ により、裏面の注意事項に留意

の上、所定の金額を金融機関で納入してください。
・県内者　282,000円

〔　本人又はその配偶者若しくは一親等の親族が、本人の入学の日の１年前から　〕　　引き続き山形県内の区域内に住所を有する者。
・県外者　564,000円

〔　上記以外の者。　〕
　注）上記の金額は平成28年度入学者を対象にした金額です。
　　　金額については、変更になる場合があります。

３　手続場所
　山形県立保健医療大学　教務学生課
　〒990-2212　山形県山形市上柳260番地
　Tel�023-686-6688

４　留意事項
　選抜試験に合格し、入学手続を行った場合でも、次に該当する場合には入学許可を取り消し
ます。
⑴　大学を卒業見込で出願した者が大学を卒業できない場合又は学位取得見込で出願した者が

平成29年３月末までに学位を取得できなかった場合。
⑵　出願書類又は出願資格審査に提出した書類に記載した事項が、事実と相違することが判明

した場合。

５　試験結果の開示
⑴　この試験の結果については、公立大学法人山形県立保健医療大学個人情報保護規程により、

口頭で開示を請求することができます。
　　開示を希望する場合は、受験者本人が、受験票又は本人であることを証明する書類（運転

免許証、学生証等）を持参の上、９時から17時までの間に、下表の開示場所に直接おいでく
ださい。（ただし、土曜日、日曜日及び祝日は受け付けません。）

　　なお、電話、はがき等による開示の請求はできません。

開示請求できる人 開�示�内�容 開�示�期�間 開���示���場���所�

受 験 者 本 人 合 計 得 点
及 び 順 位

合格発表の日
から１か月間

山 形 県 立 保 健 医 療 大 学
教 務 学 生 課

⑵　試験結果の開示についての詳細は、山形県立保健医療大学教務学生課に直接問い合わせて
ください。（Tel�023-686-6688）

６　その他
　入学時に職業を有する方（見込みを含む）は、入学時に就業先からの「就学承認書」の提出
が必要になります。
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Ⅺ　教育研究分野・領域の担当教員及び問合せ先
【看護学分野】
　看護学特別研究選択

領　　域 担当教員 問合せ先　Tel、E-mail

基 礎・ 地 域 看 護 学 領 域

菅　原　京　子 教 授 023-686-661５
ksugawara@yachts.ac.jp

後　藤　順　子 教 授 023-686-6623
jgoto@yachts.ac.jp

沼　澤　さとみ 教 授 023-686-6625
snumazawa@yachts.ac.jp

南　雲　美代子 准教授 023-686-6626
mnagumo@yachts.ac.jp

寺　島　美紀子 准教授 023-686-6624
mterashima@yachts.ac.jp

鈴　木　育　子 准教授 023-686-664５
isuzuki@yachts.ac.jp

応 用 看 護 学 領 域

遠　藤　恵　子 教 授 023-686-6642
kendo@yachts.ac.jp

遠　藤　和　子 教 授 023-686-6644
kaendo@yachts.ac.jp

齋　藤　美　華 教 授 023-686-6708
misaito@yachts.ac.jp

安　保　寛　明 准教授 023-686-673５
hambo@yachts.ac.jp

平　石　皆　子 准教授 023-686-6620
mhiraishi@yachts.ac.jp

　専門看護師課程選択
領　　域 担当教員 問合せ先　Tel、E-mail

応 用 看 護 学
領 域

母性看護
遠　藤　恵　子 教 授 023-686-6642

kendo@yachts.ac.jp

平　石　皆　子 准教授 023-686-6620
mhiraishi@yachts.ac.jp

老年看護 齋　藤　美　華 教 授 023-686-6708
misaito@yachts.ac.jp

�
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【理学療法学分野】
領　　域 担当教員 問合せ先　Tel、E-mail

基 礎 理 学 療 法 学 領 域

真 壁 � 寿 教 授 023-686-66５1
hmakabe@yachts.ac.jp

鈴 木 克 彦 准教授 023-686-66５3
ksuzuki@yachts.ac.jp

蓬 田 伸 一 准教授 023-686-6637
syomogida@yachts.ac.jp

臨 床 理 学 療 法 学 領 域

神 先 秀 人 教 授 023-686-66５9
hkanzaki@yachts.ac.jp

伊 橋 光 二 教 授 023-686-66５8
ihashi@yachts.ac.jp

清 重 佳 郎 教 授 023-686-6648
ykiyosige@yachts.ac.jp

高 橋 俊 章 准教授 023-686-6662
ttakahashi@yachts.ac.jp

【作業療法学分野】
領　　域 担当教員 問合せ先　Tel、E-mail

臨 床 作 業 療 法 学 領 域

佐 藤 寿 晃 教 授 023-686-6660
tsato@yachts.ac.jp

藤 井 浩 美 教 授 023-686-6649
hfujii@yachts.ac.jp

平 山 和 美 教 授 023-686-6622
khirayama@yachts.ac.jp

八 巻 通 安 教 授 023-686-66５6
myamaki@yachts.ac.jp

千　葉　　　登 准教授 023-686-6629
nchiba@yachts.ac.jp

横　井　香代子 講 師 023-686-66５0
kyokoi@yachts.ac.jp

発 達 作 業 療 法 学 領 域
佐 竹 真 次 教 授 023-686-6661

ssatake@yachts.ac.jp

森　　 直 樹 准教授 023-686-66５7
nmori@yachts.ac.jp

　なお、担当教員（問合せ先）に連絡がとれないときは、教務学生課（Tel�023-686-6688）に問
い合わせてください。
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Ⅻ　そ　の　他
１　経費概要

⑴　授業料���年額�５3５,800円（前期、後期の２回に分けて半額ずつ納入）
　　なお、上記の金額は平成28年度入学者を対象とした金額です。
　　金額については、変更になる場合があります。
⑵　テキスト代等
　　テキスト代の他、調査・研究等に伴う諸経費が必要となります。
⑶　傷害保険料等経費　　金額（２年分一括）　2,790円（任意加入）
　　学生傷害保険（※１）及び賠償責任保険（※２）に加入する場合の保険料です。
　　　※１�　実習先を含めた学校管理下（学内、登下校中、サークル活動中等）における
　　　　　不慮の災害、事故等により身体に傷害を被った場合の補償です。
　　　※２�　授業中、大学行事及びその往復途中で、他人にケガをさせたり、他人の財物
　　　　　を損壊したことにより被る損害賠償を補償するものです。

２　奨学制度
⑴　日本学生支援機構奨学金

　　　　　成績が優秀で、経済的理由により修学困難な者に対し、選考により学資が貸与されます。
　　　　○第一種奨学金（無利子）
　　　　　月額貸与額を５0,000円、88,000円の中から選択します。
　　　　○第二種奨学金（有利子）
　　　　　月額貸与額を５0,000円、80,000円、100,000円、130,000円、1５0,000円の中から選択します。

⑵　その他の奨学金
　　地方公共団体等の奨学金制度がありますので、各自ご確認ください。

３　授業料等免除制度
⑴　入学料
　　学費を負担している者が入学前１年以内において甚大な災害、死亡等により入学料の納付

が困難であると認められた者に対し、入学料を免除する制度があります。
⑵　授業料
　　学業、人物ともに優秀な者で、経済的理由により授業料の納付が困難であると認められた

者に対し、授業料を免除する制度があります。

〘
︱
︱
︱
︱
︱
〘

〘
︱
︱
︱
︱
︱
〘
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山形県立保健医療大学大学院保健医療学研究科（博士前期課程）の概要
１　目　　的
　�　本博士前期課程は、より高度な知識と技能を持った高度専門職業人の育成や、次代を担う人材

の継続的な育成を行う教育者の養成及び諸課題の対策等について研究開発を行う研究者の養成を
図り、地域における保健・医療・福祉の向上に貢献することを目指します。

２　学生定員
　　保健医療学専攻　　　入学定員　12人　　　収容定員　24人

３　標準修業年限
　　２年（※　在学年限は、４年を超えることができません。）

４　長期履修制度
　�　職業を有しているか、介護・育児に従事している等の事情により標準修業年限（２年）を超え

て一定の期間（最長３年（休学の期間を除く。））にわたり計画的に教育課程を履修し課程を修了
することを希望する場合に、その計画的な履修を認める制度です。

５　ティーチング・アシスタント制度
　�　優秀な大学院生に、教育的配慮のもとに、教員の教育補助者として、授業の準備・補佐や実習

の支援などに従事してもらうことにより、経済的支援とともに教育トレーニングの機会の提供を
図る制度です。

６　学　　位
　　保健医療学専攻　　　修士（看護学）、修士（理学療法学）、修士（作業療法学）

７　資　　格
　�　専門看護師課程選択を履修し、所定の単位を修得した場合、「母性看護」、「老人看護」の専門

看護師認定審査受験資格の取得が可能です。（ただし、一定の実務研修が必要）

８　教育課程
　⑴　教育課程の考え方
　　　本博士前期課程は、保健医療学部の教育を基礎とし、以下の方針で編成しています。
　　①�　科学的思考に基づく高度な専門的知識と技術を有する人材を育成するために、保健医療学

の最新の知見を教授します。
　　②�　最先端の知識のみならず、国際性のある視野の広い実践者、教育者及び研究者を育成する

ために、先進国の優れた教育、研究の成果を積極的に導入します。
　　③�　既成概念にとらわれない創造性豊かな発想や、専門職の発展に向けて自律的に行動できる

能力を持った職業人を育成できるような教育研究を行います。
　　④�　さまざまな教育の背景を持つ学生の履修に資するため、また、地域の保健医療において

チーム医療の指導的役割を担える幅広い視野にたった人材を育成するために、授業科目の構
成・内容について配慮した教育課程を編成します。

　⑵　大学院カリキュラム・ポリシー（山形県立保健医療大学大学院（博士前期課程））
　　�　高度な知識と技能を有し、幅広い視野を持つ実践者、教育者及び研究者を育成するために、

教育課程を、共通科目・専門支持科目・専門科目の３つに大別して編成しています。
　　・�共通科目には、研究活動の基礎となる研究法と保健医療の基盤的知識等を学ぶための科目を

配置します。
　　・�専門支持科目には、各分野の専門科目を学んでいく上での基礎となるとともに、学生の教

育・研究の深化を可能とし幅広い視野を養うための科目を配置します。
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　　・�専門科目には、分野ごとに専門知識の修得を目的とした特論・特論演習のほか、修士論文の
作成に向けた、特別研究を配置します。専門看護師課程選択では、専門分野における高度な
看護実践能力の獲得に必要な知識と技術の修得を目的とした演習や実習および課題研究を配
置します。

⑶　授業時間（平日）
時　限 時　　　　間

第１時限 8：50 ～ 10：20
第２時限 10：30 ～ 12：00
第３時限 13：00 ～ 14：30
第４時限 14：40 ～ 16：10
第５時限 16：20 ～ 17：50
第６時限 18：00 ～ 19：30
第７時限 19：40 ～ 21：10

　大学院設置基準第14条による特例として、平日の夜間（第６時限、第７時限）開講の他、必
要に応じ土曜・日曜・祝日における授業及び夏季･冬季休業期間の集中講義を設けています。

　⑷　教育課程の特色
　　�　本博士前期課程の教育課程は、研究指導に結びつく専門科目の他に、看護学、理学療法学及

び作業療法学分野に共通して必要と考えられる共通科目と各分野の視野を広めるための専門支
持科目を設定し、科目相互の結びつきを高める構成としています。

　　①　共通科目
　　　　共通科目では、研究活動の基礎となる研究法と保健医療の基盤的知識等を学びます。
　　②　専門支持科目
　　　�　専門支持科目では、各分野の専門科目を学んでいく上での基礎となるとともに、学生の教

育・研究の深化を可能とし幅広い視野を養うための特論を学びます。
　　③　専門科目
　　　�　専門科目は、看護学分野（２領域）、理学療法学分野（２領域）、作業療法学分野（２領

域）の３分野（６領域）で構成し、分野ごとに特別研究を設定しています。

　⑸　専門看護師教育課程
　　�　本博士前期課程では、「母性看護」、「老人看護」の専門看護師を養成するための教育課程を

開設しています。当教育課程は、専門分野における高度な看護実践能力の獲得に必要な知識と
技術の修得を目的とした演習や実習及び課題研究を配置しています。
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⑹　授業科目の概要
　①　看護学分野

授業科目の名称 配当�
年次

看護学特別研究選択 専門看護師課程選択
単位数

備考
単位数

備考必修 選択
必修 選択

老年�
看護

母性�
看護

老年�
看護

母性�
看護

共
通
科
目

保健医療学研究法 １ ２
選択

４単位
以上

２

選択
保健医療倫理学特論 １ ２ ２
医療科学特論 １ ２ ２
保健医療システム特論 １ ２ ２
医療組織経済学特論 １ ２ ２

専
　
門

　
支

　
持

　
科

　
目

フィジカルアセスメント １

選択
４単位
以上

２ 必修
４単位臨床薬理学 １ ２

看護学研究法特論 １ ２ ２※

選択
８単位
以上

看護学理論特論 １ ２ ２※
看護政策論 １ ２ ２※
看護教育学 １ ２ ２※
看護学倫理 １ ２ ２※
コンサルテーション論 １ ２ ２※
健康政策・関係法特論 １ ２ ２
原著講読特論 １ ２ ２
生体機能看護学特論 １ ２ ２
臨床動作解析学特論 １ ２ ２
発達障がい理学療法学特論 １ ２ ２
理学療法臨床推論特論 １ ２ ２
精神障がい作業療法学特論 １ ２ ２
身体障がい作業療法学特論 １ ２ ２
老年期障がい作業療法学特論 １ ２ ２
生活援助工学特論 １ ２ ２
地域リハビリテーション学特論 １ ２ ２

専
　
　
　
門

　
　
　
科

　
　
　
目

基
礎
・
地
域
看
護
学
領
域

病態機能学特論 １ ２

選択
12単位
以上

２

必修
28単位

病態機能学特論演習 １～２ ４ ４
基礎看護学特論 １ ２ ２
基礎看護学特論演習 １～２ ４ ４
看護管理特論 １ ２ ２※
看護管理特論演習 １～２ ４ ４
地域保健行政看護学特論 １ ２ ２
地域保健行政看護学特論演習 １～２ ４ ４
家族・在宅看護学特論 １ ２ ２
家族・在宅看護学特論演習 １～２ ４ ４

応
用
看
護
学
領
域

精神看護学特論 １ ２ ２
精神看護学特論演習 １～２ ４ ４
成人看護学特論 １ ２ ２
成人看護学特論演習 １～２ ４ ４
老年看護学特論Ⅰ １ ２ ２ ２
老年看護学特論演習 １～２ ４ ４
老年看護学特論Ⅱ １

　　

２
老年看護学特論Ⅲ １ ２
老年看護学特論Ⅳ １ ２
老年看護学特論Ⅴ １ ２
老年看護展開論Ⅰ １ ２
老年看護展開論Ⅱ ２ ２
老年看護学実習Ⅰ １ ４
老年看護学実習Ⅱ ２ ６
老年看護学課題研究 ２ ２
母子看護学特論 １ ２ ２ ２
周産期看護学特論 １ ２ ２ ２
女性生涯看護学特論 １ ２ ２ ２
母子看護学特論演習 １～２ ４ ４
周産期看護学特論演習 １～２ ４ ４
周産期看護展開論Ⅰ １ ２
周産期看護展開論Ⅱ ２ ２
周産期看護展開論Ⅲ １～２ ２
周産期看護展開論Ⅳ ２ ２
周産期看護実習Ⅰ １ ２
周産期看護実習Ⅱ ２ ３
周産期看護実習Ⅲ ２ ５
母性看護学課題研究 ２ ２

看護学特別研究 １～２ 10 看護学分野において、
選択必修10単位

合計
30単位以上

合計
40単位以上

� 専門看護師課程履修者は※の科目から８単位以上選択
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　②　理学療法学分野

授業科目の名称 配当年次
単位数

備考
必修 選択

共
　
通

　
科

　
目

保健医療学研究法 １ ２

選択
４単位以上

保健医療倫理学特論 １ ２
医療科学特論 １ ２
保健医療システム特論 １ ２
医療組織経済学特論 １ ２

専
　
門

　
支

　
持

　
科

　
目

看護学研究法特論 １ ２

選択�
４単位以上

看護学理論特論 １ ２
看護政策論 １ ２
看護教育学 １ ２
看護学倫理 １ ２
コンサルテーション論 １ ２
健康政策・関係法特論 １ ２
原著講読特論 １ ２
生体機能看護学特論 １ ２
臨床動作解析学特論 １ ２
発達障がい理学療法学特論 １ ２
理学療法臨床推論特論 １ ２
精神障がい作業療法学特論 １ ２
身体障がい作業療法学特論 １ ２
老年期障がい作業療法学特論 １ ２
生活援助工学特論 １ ２
地域リハビリテーション学特論 １ ２

専
　
　
　
門

　
　
　
科

　
　
　
目

基
礎
理
学
療
法
学
領
域

運動解析学特論 1 ２

選択
12単位以上

運動解析学特論演習 １～２ ４
運動生理学特論 1 ２
運動生理学特論演習 １～２ ４

臨
床
理
学
療
法
学
領
域

運動機能理学療法学特論 1 ２
運動機能理学療法学特論演習 １～２ ４
神経機能理学療法学特論 1 ２
神経機能理学療法学特論演習 １～２ ４
運動障がいリハビリテーション学特論 1 ２
運動障がいリハビリテーション学特論演習 １～２ ４

理学療法学特別研究 １～２ 10
理学療法学分野
において、選択
必修10単位

合計
30単位以上
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　③　作業療法学分野

授業科目の名称 配当年次
単位数

備考
必修 選択

共
通
科
目

保健医療学研究法 １ ２

選択
４単位以上

保健医療倫理学特論 １ ２
医療科学特論 １ ２
保健医療システム特論 １ ２
医療組織経済学特論 １ ２

専
　
門

　
支

　
持

　
科

　
目

看護学研究法特論 １ ２

選択
４単位以上

看護学理論特論 １ ２
看護政策論 １ ２
看護教育学 １ ２
看護学倫理 １ ２
コンサルテーション論 １ ２
健康政策・関係法特論 １ ２
原著講読特論 １ ２
生体機能看護学特論 １ ２
臨床動作解析学特論 １ ２
発達障がい理学療法学特論 １ ２
理学療法臨床推論特論 １ ２
精神障がい作業療法学特論 １ ２
身体障がい作業療法学特論 １ ２
老年期障がい作業療法学特論 １ ２
生活援助工学特論 １ ２
地域リハビリテーション学特論 １ ２

専
　
　
　
門

　
　
　
科

　
　
　
目

臨
床
作
業
療
法
学
領
域

神経障がいリハビリテーション学特論 1 ２

選択
12単位以上

神経障がいリハビリテーション学特論演習 １～２ ４
作業活動解析学特論 1 ２
作業活動解析学特論演習 １～２ ４
内部障がいリハビリテーション学特論 1 ２
内部障がいリハビリテーション学特論演習 １～２ ４

発
達
作
業
療
法
学
領
域

発達過程作業療法学特論 1 ２
発達過程作業療法学特論演習 １～２ ４
作業療育学特論 1 ２
作業療育学特論演習 １～２ ４

作業療法学特別研究 １～２ 10
作業療法学分野
において、選択
必修10単位

合計
30単位以上
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　⑺　履修指導及び研究指導
　本博士前期課程は、学生の希望を最優先して研究領域を決定します。各研究領域においては、
指導教員が、学生の経験、志向、能力などを十分に配慮して履修指導、研究指導を行います。

　⑻　履修要件
①　看護学分野（看護学特別研究選択）、理学療法学分野、作業療法学分野
　　次の基準により、30単位以上を履修するよう指導します。

科　目　区　分 履修単位数 備　考
共 通 科 目 ４単位以上 選択
専 門 支 持 科 目 ４単位以上 選択
専 門 科 目 12単位以上 選択
特 別 研 究 10単位 選択必修

②　看護学分野（専門看護師課程選択）
　　次の基準により、40単位以上を履修するよう指導します。

科　目　区　分 履修単位数 備　考
共 通 科 目 選択
専門支持科目・専門科目 ８単位以上 選択
専 門 支 持 科 目 ４単位 必修
専 門 科 目 28単位 必修

⑼　修了要件
　本博士前期課程の修了要件は、２年以上在学し、所定の単位を修得し、かつ必要な研究指導
を受け修士論文又は課題研究論文を提出し、その審査及び最終試験に合格することとしていま
す。
　ただし、在学期間については、優れた成績をあげた者については１年以上在学すれば足りる
ものとしています。

９　教育研究領域
　現在、各分野において、修士論文又は課題研究論文の作成につながる教育研究領域を次のとお
り構成しています。

分　　野 領　　　　　域 主な授業内容

看 護 学 分 野

基礎・地域看護学領域

病態機能学
基礎看護学
看護管理学
地域保健行政看護学
家族・在宅看護学

応 用 看 護 学 領 域

精神看護学
成人看護学
老年看護学
母子看護学・周産期看護学
老年看護学実習（※）
周産期看護学実習（※）

理 学 療 法 学 分 野

基礎理学療法学領域 運動解析学

臨床理学療法学領域
運動機能理学療法学
神経機能理学療法学
運動障がいリハビリテーション学

作 業 療 法 学 分 野
臨床作業療法学領域

神経障がいリハビリテーション学
作業活動解析学
内部障がいリハビリテーション学

発達作業療法学領域 発達過程作業療法学
作業療育学

※専門看護師課程選択履修者のみ
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指導教員及び研究テーマ
（看護学分野）

領域 氏　　　　名 研究分野の概要 主な研究指導テーマ

基
礎
・
地
域
看
護
学
領
域

菅 原 京 子 教 授

　行政機関における地域看護活動（公衆
衛生看護活動）について、住民の保健ニー
ズを反映するヘルスケアシステム構築の
観点から研究する。

・�さまざまな健康レベルにある住民の保健ニーズ
に関する研究

・�保健師の地区活動における地域看護診断に関す
る研究

・�アカウンタビリティを果たす活動評価に関する
研究

・�地方分権下における保健福祉サービスの提供体
制と住民参加に関する研究

・�保健師に関する法制度史研究

後 藤 順 子 教 授

　公衆衛生看護活動における人材育成や
在宅療養者の支援及び、地域在住高齢者
に対する介護予防活動に関する研究を行
う。

・�行政機関等に勤務する保健師の人材育成に関す
る研究

・�地域で生活する在宅療養者への支援活動と多職
種連携に関する研究

・�地域在住高齢者に対する介護予防活動に関する
研究

・�元気な高齢者に焦点をあてたまちづくりに関す
る研究

沼 澤 さ と み 教 授

　看護基礎教育における教育の方法論、
看護実践について必要な概念や理論の視
点から研究する。

・�看護技術教育における教育方法の検討
・�看護実践能力の向上に関する研究
・�看護師教育（キャリア、継続教育など）に関す

る研究

南雲美代子准教授

　日常生活活動援助において、現在の看
護基礎教育で教授されている方法と人の
自然な動きに焦点をあてた方法とを比較
研究する。

・�キネステティクス概念を活用した日常生活援助
技術に関する研究（椅子の深座り援助、食事の
援助等）

寺島美紀子准教授

　主に病院の看護管理全般について、研
究する。

・�看護管理に関する研究
・�看護職の継続教育（院内教育）に関する研究

鈴 木 育 子 准 教 授

　地域住民の生活を支援する看護活動に
ついて、主に行政保健師や訪問看護事業
所からの訪問看護の視点で研究する。

・�在宅療養児・者とその家族への援助に関する研
究

・�訪問看護に関する研究
・�医療的ケアへの支援に関する研究

応
用
看
護
学
領
域

遠 藤 恵 子 教 授

家庭、社会環境の変化や医療の進歩に伴
う女性および母子の健康の維持促進に関
する問題や援助方法について研究する。

・�不妊カップルに関する心理社会的課題や援助に
関する研究

・�思春期の性的な健康問題に関する研究
・�知的障がいをもつ子どもの性教育に関する研究
・�地域における母子の健康支援に関する研究

遠 藤 和 子 教 授

　慢性疾患とともにある人々の生活の再
構築を支援する看護援助、および、食看
護学に関する研究を行う。

・�生活の再構築支援のための看護モデル、援助プ
ログラムの開発

・�糖尿病とともにある人々への看護援助
・�食に関する看護援助（食事療法、栄養不良、摂食・

嚥下障害、ジェンダー・文化的検討）
・�成人期にある人々の健康教育・学習に関する研

究
・�自らの終末を迎える準備に関する研究

齋 藤 美 華 教 授

　高齢者にとってのよりよい看護を探求
するために、地域や施設、病院で生活す
る高齢者の理解および看護のあり方につ
いて研究する。

・�定年退職後の高齢男性の社会活動に関する研究
・�高齢者終末期ケアにおける看取りに関する研究
・�行為者の健康とＱＯＬに関するテーマ全般

安 保 寛 明 准 教 授

　精神健康の増進および心理社会的危機
からの回復を促進する援助について研究
する。

・�心理社会的危機を経験した人の回復を促進する
援助と機会に関する研究

・�精神科における地域移行と地域定着を促進する
システムおよび人材育成に関する研究（主にデ
イケアとアウトリーチ（訪問支援）における協
働を取り扱う）

・�離休職者の職業リハビリテーションと予防シス
テムに関する研究

・�精神保健リテラシーの向上および社会的知性の
獲得を活性化するプログラムに関する研究

平 石 皆 子 准 教 授

　妊娠期から育児期における女性とその
家族への看護援助に関する研究を行う。

・�ハイリスク妊産褥婦の援助に関する研究
・�妊娠期の保健指導に関する研究
・�分娩期の助産ケアに関する研究
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（理学療法学分野）
領域 氏　　　　名 研究分野の概要 主な研究指導テーマ

基
礎
理
学
療
法
学
領
域

真 壁　 寿 教 授

　非線形解析手法など種々な解析手法を
用いて、脳・神経系疾患や高齢者の機能
障がいを解析し、効果的な理学療法や評
価法を探求する。

・�脳・神経系疾患の理学療法と評価法に関する研
究

・�歩行および身体の揺れをはじめとする生体の非
線形ダイナミクスに関する研究

・�筋電図を用いた筋収縮特性に関する研究
・�地域高齢者の運動機能と介護予防に関する研究

鈴 木 克 彦 准 教 授

　運動機能障がいを身体アライメント，
筋出力系，感覚入力系から解析し，効果
的な理学療法を探求する。

・�筋電図や超音波画像を用いた体幹機能の評価と
治療効果に関する研究

・�下肢関節の形態変化に伴う身体の運動連鎖に関
する研究

・�誘発筋電図を用いた脊髄興奮性に関する研究

蓬 田 伸 一 准 教 授

　様々な疾患や障害の原因を細胞レベ
ル・遺伝子レベルで解析し、治療のため
の方法論を構築する。

・�循環機能に影響を与える生理活性物質について
の研究

・�生理活性物質による細胞機能調節機序について
の研究

・�生活習慣病の発症に関与する因子の解析とその
発症予防に関する研究

臨
床
理
学
療
法
学
領
域

神 先 秀 人 教 授

　理学療法に関連する種々の動作や運動
障がいを対象にした運動学および力学的
研究を行う。

・下肢関節疾患の理学療法に関する研究
・�歩行をはじめとする動作の運動学、運動力学的

分析
・高齢者の介護予防、転倒予防に関する研究
・下肢装具や足底板の効果に関する研究

伊 橋 光 二 教 授

　運動機能障がいを筋骨格系の問題だけ
でなく、内部障がいなどとの関係も含め
多面的・包括的にとらえて問題解決する
方策を探求する。

・�運動障がいと呼吸障がいの関係についての研究
・�呼吸理学療法に関する研究
・�電気刺激療法を用いた運動障がいや呼吸障がい

治療の研究
・�運動障がいに対する徒手的治療の効果に関する

研究

清 重 佳 郎 教 授

　運動障がいの原因の探求とリハビリ
テーションによる障がいの新しい解決法
を研究する。

・�学生実習用献体を用いた解剖学的変異と病態の
研究

・�AGEs（後期糖化反応生成物）による運動器障
がいの研究

・�上肢機能障がいの臨床的研究

高 橋 俊 章 准 教 授

　小児をはじめ中枢神経系障がいを対象
に、各種測定により姿勢・運動を解析し、
効果的な理学療法手技を研究する。ま
た、現在の社会保障制度と現状のリハビ
リテーション需給の分析から、効率的リ
ハビリテーション提供体制について検討
する。

・�小児理学療法の手技及び効果に関する研究
・�中枢神経系障がい者のバランスに関する研究
・�中枢神経系障がい者のポジショニングに関する

研究
・�リハビリテーション提供体制に関する研究
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（作業療法学分野）
領域 氏　　　　名 研究分野の概要 主な研究指導テーマ

臨
床
作
業
療
法
学
領
域

佐 藤 寿 晃 教 授

　運動器疾患者や高齢者を対象に、日常
生活活動を様々な測定手法を用いて運動
機能を解析する。その解析結果を基に作
業療法の実効性を検証する。

・�ヒト上肢運動機構における機能解剖学的および
神経生理学的研究

・�運動器疾患者における運動機能評価および治療
効果に関する研究

・�高齢者の介護予防に関する研究

藤 井 浩 美 教 授

　個体、作業課題、環境の三側面から日
常生活活動を解析する。そして、生活モ
デルを構築し、作業療法の実効性を検証
する。

・�ヒト上肢の機能解剖学・神経生理学的研究
・�片麻痺の上肢機能に関する研究
・�眼と手の協応に関する研究
・�日常生活の作業活動解析に関する研究

平 山 和 美 教 授

　神経心理学（高次脳機能障がい学）一
般。特に、局所脳損傷や変性疾患による
視覚認知障がい、視覚と行為の協調の障
がいの機序やリハビリテーションの研究
を行う。

・�神経心理学（高次脳機能障がい学）的研究一般。
特に、視覚認知障がい、視覚と行為の協調の障
がい、同名性視野欠損に伴う探索や読みの障が
いに関する研究

八 巻 通 安 教 授

　心臓機能障がい、呼吸機能障がい患者
の機能評価について運動生理学的、電気
生理学的手法を用いて検討を行い、発生
しうる致死的事象を予知し、その予防策
を探求する。また心拍変動から自律神経
活動を評価することで、障がい患者の生
活の質の改善を図る方策を研究する。

・�致死性循環器疾患の予知・予防に関する研究
・�心肺機能の運動生理学的評価に関する研究
・�心肺機能に及ぼす自律神経活動の評価に関する

研究

千 葉�� 登 准 教 授

　片麻痺の上肢機能の評価・治療・効果
判定に関する研究を行う。また、障がい
者スポーツ全般に関する研究を行う。

・�脳卒中上肢運動機能に関する研究
・�障がい者スポーツの社会的認知に関する研究
・�障がい者スポーツ選手の競技力向上のための研

究

横 井 香 代 子 講 師

　神経心理学的研究手法を用いて脳の機
能を解析し、障がいが生じるメカニズム
の解明や、健康増進に関する研究を行う。

・�認知症に伴って生じる行動・心理症状に関する
研究

・�パーキンソン病に生じる認知機能障害に関する
研究

・�地域在住高齢者の介護予防に関する研究

発
達
作
業
療
法
学
領
域

佐 竹 真 次 教 授

　応用行動分析学と単一症例実験計画
法、認知心理学的手法を応用して、療育
的、教育的作業療法のモデルを構築し、
その実効性を検証する。

・�発達障がい児の情動理解、情動表出スキル、表
情知覚、社会的スキル、コミュニケーション機
能の形成

・�発達障がい者の共同注意、視線活用の研究
・�学習障がい児の読字・書字促進プログラムの研

究
・�発達障がい者のパーソナルスペース認知の研究
・�教育現場への作業療法的コンサルテーションの

研究

森�� 直 樹 准 教 授

　重症心身障害児・者における呼吸機能
障害の病態・要因を呼吸生理学的に解析
する。その解析結果を基に作業療法の実
効性を検証する。また、障害を持つ子ど
もの福祉用具・家族支援など、生活に資
する研究を行う。

・�重症心身障害児・者の呼吸生理に関する研究
・�重症心身障害児･者の福祉用具に関する研究
・�在宅障害児の家族支援に関する研究
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大学周辺図
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米坂線米坂線
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線
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ラ
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長
井
線

ＪＲ山形駅から
　◦タクシー　約２０分
　◦バ　　ス　
　　「県立中央病院」行（約３０分）、
　　終点下車　徒歩　約５分
ＪＲ羽前千歳駅から
　◦徒歩　約２０分
ＪＲ南出羽駅から
　◦徒歩　約１０分
山形空港から
　◦タクシー　約４０分
高速道路から大学までの道順
・�山形自動車道を山形北インターチェンジで降り、
国道13号線を天童・新庄方面へ
・�国道13号線を約500m北上し、青柳地内の立体交
差点で左側側道へ降りる
・�立体交差点下の信号で左折し、県道276号線を西
へ（七浦方面へ）
・�県道276号線を約１km西進し、県道22号線との
信号交差点で左折
・�県道22号線を約500m南進し、最初の信号交差点
で右折し中央病院構内へ
・�中央病院の構内の交差点で左折南進し、橋を渡っ
て大学構内へ

大学（試験会場）案内図
山形県立保健医療大学
〒９９０－２２１２　山形県山形市上柳２６０番地
　Tel　０２３－６８６－６６８８

－20－





平成29年度

学 生 募 集 要 項
（二次募集）

【大学院保健医療学研究科（博士前期課程）】

山形県立保健医療大学

山形県立保健医療大学
〒990‒2212　山形県山形市上柳２６０番地
　Tel　0２3‒６８６‒６６８８
　Fax　0２3‒６８６‒６６７４
　URL　http://www.yachts.ac.jp/
　携帯サイト　http://daigakujc.jp/yachts/
　　ＱＲコード
　　※対応する携帯電話で
　　　読み取れます。

※平成 29年４月の大学院博士後期課程開設に伴い、

　「修士課程」から「博士前期課程」に改称します。


